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　投稿

認知症高齢者に合わせた
コミュニケーション技法習得に向けた取り組み

－介護福祉士を目指す学生に回想法の技法を活用して－
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目的　認知症高齢者の思いを受け止めたうえで，懐かしい思い出に働きかける回想法の技法を活用
したコミュニケーションをロールプレイで再現した授業を展開し，思い出に働きかけるコミュ
ニケーション技法が習得できたかを確認することを目的とした。

方法　調査対象は， 4年制大学介護福祉コースの 1回生23名とした。方法は講義後，認知症高齢者
の思いを受け止めたうえで，懐かしい思い出に働きかける関わり方についてロールプレイを取
り入れた演習を行い，記名式で演習前後に，思い出に働きかけるコミュニケーション技法評価
スケールを作成し使用して調査を行った。さらに，演習後のみコミュニケーションの習得度に
関する意識について調査を実施した。

結果　演習前後の思い出に働きかけるコミュニケーション技法評価スケールの得点は，25項目すべ
てにおいて得点が有意に上昇していた。演習後のコミュニケーションの習得度に関する意識で
は，演習を通してコミュニケ－ション能力が向上し，ロールプレイが学びにつながったと答え
た者が多かった。コミュケーションの特徴として「返答の際にあいづちしかうっていない」と
答えた者が多く，演習を通してあいづちのみの返答では相手の言葉を引き出せないことを理解
し，普段の生活の中でも「あいづちの後に言葉を付け足すようになった」と答えた学生が多
かった。

結論　認知症高齢者に合わせたコミュニケーション技法を習得するため，回想法の技法を活用した
コミュニケーションを授業に取り入れた結果，演習後に思い出に働きかけるコミュニケーショ
ンスキルは向上することが示された。その際，ロールプレイやモデリングを取り入れることが
有効で，代理的経験から成功経験が得られるよう導くことで，望ましい行動を引き起こす正の
強化につながることが明らかになった。また，認知症高齢者に合わせたコミュニケーション技
法の習得を目指すことは，学生にとっては必要な対人支援スキルであり，介護実践現場におい
ても介護職員のストレス軽減につながる可能性がある。さらに，学生や介護職員にとどまらず
広く回想法の技法を活用したコミュニケーション技法を啓蒙していくことで，認知症高齢者が
懐かしい思い出を語る機会が増え，認知症高齢者にとっては安心した生活の実現につながって
いく可能性がある。

キーワード　コミュニケーション，認知症高齢者，回想法の技法，ロールプレイ

Ⅰ　緒　　　言

　認知症を患い精神的に不安定な状況に陥ると，

行動症状として身体的攻撃性，不穏，焦燥，徘
徊，暴言などの症状が出現し，心理症状として
不安，抑うつ，幻覚，妄想などの周辺症状
（Behavioral and Psychological Symptoms of 
Dementia：以下，BPSD）が悪化するといわれ＊神戸女子大学健康福祉学部准教授
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ている。しかし，精神的に安定した状態で過ご
すことによって，BPSDは消失し認知症の中核
症状の進行も遅らすことができるといわれてい
る。
　認知症高齢者の手続き記憶やエピソード記憶
に働きかける回想法の技法は，精神的安定が図
れBPSDの軽減につながるだけでなく，生きる
力を引き出す支援として捉えることができる1）。
さらに，平成21年に介護福祉士を目指す学生に
高齢者福祉施設における介護福祉実習前後に実
施した調査2）では，実習中に利用者とのコミュ
ニケーションで困った場面があったと94％が答
え，認知症の症状に対応できないと63％の者が
答えるなど，認知症高齢者のBPSDに対応でき
ず困ったまま実習を終えている学生が多くいた。
　介護福祉士を目指す学生が認知症の症状を正

しく理解し，BPSD軽減に向けた関わりとして
意図的に昔の懐かしい記憶に働きかけ，傾聴・
受容・共感することを基本とした回想法の技法
を，コミュニケーションョン技法習得過程に取
り入れることで，認知症高齢者に合わせたコ
ミュニケーション能力の育成につながるのでは
ないかと考えた。
　そこで，コミュニケーション技術習得過程に
おいて，講義後，学生同士でのグループ回想法
体験を取り入れ，認知症高齢者のBPSD場面を
設定し，認知症高齢者の思いを受け止め懐かし
い思い出に働きかける回想法の技法を活用した
コミュニケーションをロールプレイ（認知症高
齢者に周辺症状がみられた場面で，その思いを
受け止め思い出に働きかける模擬体験）で再現
した授業を展開した。その過程を通して，思い
出に働きかけるコミュニケーション技法が習
得できたかアンケート調査を行い，その効果
を確認することを目的とした。

Ⅱ　方　　　法

　調査対象は， 4年制大学介護福祉コースの
1回生でコミュニケーション技術を履修して
いる学生23名で，年齢は18～19歳，性別は全
員女性である。
　方法は，90分× 2 コマの授業でコミュニ
ケーション，認知症，回想法などの講義後に，
学生同士でのグループ回想法体験を取り入れ
た。その後，認知症高齢者の思いを受け止め
たうえで，懐かしい思い出に働きかけ精神的
な安心感を得てもらうための関わり方につい
てロールプレイを取り入れた演習を行った
（表 1）。
　調査時期は，講義受講後の平成23年10月と，
演習を10事例行った後の平成24年 1 月とした。
調査は記名式で行い，思い出に働きかけるコ
ミュニケーション技法評価スケールを作成し
使用した。作成した評価スケールは，認知症
高齢者に合わせたコミュニケーション技法と
して習得を目指した25項目を質問項目として
設け「とてもできる」 4点から「全くできな

表 1　懐かしい思い出に働きかけるコミュニケーション技法
習得に向けた講義と演習内容　　　　　　　　

講義
コミュニケーション〔目的・基本技法・自己理解・他者の価値など〕
認知症〔障害の特徴・関わり方〕
回想法〔効果・技法〕
懐かしい思い出を引き出すコミュニケーション技法について
　貴重な人生の話に興味を持つ。
　つらかった思い出を受け止める覚悟を持つ。
　輝いていた時代の思い出をあきらめずみつける。
　 テーマを決め次から次へと急がずに思い出を，ゆっくり時間を
かけて引き出す。

　テーマの進行よりもプロセスを大切にし，脱線しても型にはめない。
　思い出を引き出す問いかけをする。
　　思い出が連想できる単語を用いる。
　　語られた単語を繰り返す。
　　語られた思い出の感情に働きかける。
　　思い出を引き出す刺激材料を工夫して活用する。
　語られた思い出を誉め，感謝の言葉を伝える。
　 身ぶり手ぶりで大きくジェスチャーし，非言語的コミュニケーション
を活用する。
演習
グループ回想法体験
〔 1グループ 4～ 5人・テーマ：出身地の思い出・小学生の頃の遊びの思い出〕
認知症高齢者との関わり「ロールプレイ」グループワーク
思いを受け止めたうえで，思い出に働きかけ精神的な安心感を得て
もらうための関わり方について
　 1 ･ 2 回目： 4～ 5人で 1グループ
　 3 ･ 4 回目： 2～ 3人で 1グループ
方法：対応の悪い場面と良い場面のシナリオ作りと演技
　　　 1グループにつき約15分間
　　演技者からの感想と観察者からの意見
事例：財布を盗られたと叫んでいる場面（ 1回目）
　　　排尿直後に険しい表情で尿意を訴えている場面（ 2回目）
　　　死にたいと興奮して訴えている場面（ 3回目）
　　　家に帰りたいと興奮している場面（ 3回目）
　　　夜間に徘徊している場面（ 3回目）
　　　興奮して他者に苦情を言っている場面（ 3回目）
　　　食後に食事を食べていないと訴えている場面（ 4回目）
　　　足元にありがたくさんいると訴えている場面（ 4回目）
　　　職員のお尻をさわってくる場面（ 4回目）
　　　亡くなった夫を必死に探している場面（ 4回目）
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い」 1点の 4件法で質問した。さ
らに，演習後のみコミュニケー
ションの習得度に関する意識につ
いて，「とても」 4 点から「全
く」 1点の 4件法で質問し，その
内容を具体的に自由記述で回答を
求めた。
　倫理的配慮として，調査目的・
方法・予想される損害と効果，個
人情報が流出する恐れがないこと，
アンケートの回答を成績に反映し
ないこと，知り得た個人の情報を
許可なく発表，公開，漏洩，利用
しない旨について口頭により説明
し，文書による同意を得た。
　分析方法はSPSS15.0を使用し，
同学生を対象にした思い出に働き
けるコミュニケーション技法評価
スケールの得点を平成23年10月と
平成24年 1 月の時点でt検定し，
その他の 4件法で得た回答につい
ては記述統計処理した。自由記述
回答は，回答内容をカテゴリー化

表 2　演習前後の思い出に働きかけるコミュニケーション技法評価スケールの得点（ｎ＝23）
（単位　点）

演習前 演習後 有意確率

気持ちを落ち着け自分の感情や考えを置いておくことができる 2.0±0.5 2.8±0.6 0.001＊
自分自身の情報を他者に対して自己開示できる 2.0±0.8 3.0±0.8 0.002＊
相手に合わせた言葉や声の大きさで話すことができる 2.2±0.8 3.0±0.8 0.005＊
大きくうなづいたり身ぶり手ぶりなどを活用できる 2.1±0.7 2.7±0.9 0.045＊
感情の変化などの非言語的メーセージを受け取ることができる 1.6±0.7 2.6±0.7 0.001＊
必要に応じて身体をさするなどのボディランゲージが活用できる 1.9±0.8 2.8±0.7 0.005＊
相手が話した内容を誉めることができる（正の強化） 2.0±0.7 2.8±0.8 0.008＊
相手が話してくれたことに対して感謝の言葉を伝えることができる 2.1±0.7 3.0±0.8 0.004＊
相手が話した内容のポイントを要約して繰り返すことができる 1.8±0.7 3.3±0.7 0.002＊
相手の感情や態度をありのままに受け止めることができる 1.9±0.7 2.7±0.7 0.006＊
相手の態度や感情から表出されていない思いを受け止められる 1.7±0.8 2.7±0.7 0.005＊
話した内容を否定せず肯定的に受け止めることができる 2.0±0.9 2.9±0.7 0.007＊
相手の話を理解し相手の思いを言葉に変えて支持できる 1.9±0.7 2.8±0.8 0.006＊
相手が表出していない心の中の思いも含めて応答できる 1.7±0.8 2.3±0.5 0.002＊
話したくない思い出を無理に話さないように配慮できる 2.1±0.9 2.7±0.8 0.044＊
貴重な人生の話に興味を持つことができる 2.3±1.0 3.1±0.8 0.042＊
セッションごとに焦点を持ちテーマに沿った進行ができる 1.7±0.6 2.4±0.7 0.008＊
次から次へと急がずに思い出をゆっくり引き出すことができる 1.9±0.8 2.6±0.7 0.008＊
相手の思い出話を引き出す問いかけができる 1.8±0.7 2.5±0.6 0.005＊
昔の懐かしい記憶を引き出す刺激材料が有効的に活用できる 1.6±0.7 2.3±0.6 0.004＊
状況に応じて臨機応変に刺激材料を工夫して活用できる 1.7±0.7 2.3±0.5 0.002＊
相手のつらかった思い出を受け止める覚悟がある 2.1±0.8 2.7±0.8 0.029＊
輝いていた時代の思い出をあきらめずみつけることができる 1.9±0.8 2.6±0.7 0.007＊
脱線しても型にはめず話の交通整理ができる 1.7±0.7 2.5±0.6 0.001＊
テーマの進行よりもプロセスを大切にすることができる 1.7±0.6 2.4±0.5 0.002＊

注　＊P＜0.05

表 3　演習後のコミュニケーションの習得度に関する意識（ｎ＝23）
人数（人）割合（％）

コミュニケ－ション能力は向上したと思いますか？
　全くしなかった 1 4
　あまりしなかった 2 9
　まあまあした 18 78
　とてもした 2 9
自分自身と異なる意見を受け入れることができるほうだと思いますか？
　あまりできない 4 17
　まあまあできる 16 70
　とてもできる 3 13
自分自身のコミュニケーションの特徴で気付いたことがありますか？
　全くない 1 4
　あまりない 3 13
　まあまあある 17 74
　とてもある 2 9
演習中に「へえ，そうですか」とあいづちのみの返答をして
いることに気付きましたか？
　まあまあ気付いた 2 9
　とても気付いた 21 91
あいづちのみの返答では，相手の言葉を引き出せないことが
理解できましたか？
　あまりできなかった 1 4
　まあまあできた 11 48
　とてもできた 11 48
演習を通してあいづちのみで返答することは減りましたか？
　少し減った 6 26
　まあまあ減った 13 57
　とても減った 4 17
演習で学んだコミュニケーション技術を普段の生活の中でも活用しましたか？
　あまりしなかった 2 9
　まあまあした 19 83
　とてもした 2 9
シナリオを作成し，ロールプレイを行ったことは学びにつな
がりましたか？
　あまりつながらなかった 2 9
　まあまあつながった 17 74
　とてもつながった 4 17
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して整理した。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　思い出に働きかけるコミュニケーション
技法評価スケール

　思い出に働きかけるコミュニケーション技法
評価スケールの得点について，演習前後にわけ
て表 2に整理した。その結果，25項目すべての
項目において得点が有意に上昇しており，「相
手の思い出話を引き出す問いかけができる」と
いう質問項目において,平均得点（SD±）は演
習前に1.8（±0.7）点であったのが，演習後に
2.5（±0.6）点となっていた。

（ 2）　演習後のコミュニケーション習得度に関
する意識

　演習後のコミュニケーション習得度に関する
意識について表 3に整理し，自由記述回答の具
体的内容を表 4 に整理した。演習を通してコ
ミュニケ－ション能力が向上したと答えたのは
全体の87％にのぼっており，その具体的内容と
して「異なる意見が受容できるようになった」
が29％，次いで「あいづちの後に言葉を付け足
すようになった」が19％となっており，83％の
者が自分自身と異なる意見を受け入れることが
できると答えていた。
　一方，83％の者が自分自身のコミュニケー
ションの特徴で気付いたことがあると答え，そ
の具体的内容として「返答の際にあいづちしか
うっていない」と答えた者が38％で最も多く，
全員が演習中にあいづちのみの返答をしている
ことに気付き，演習を通してあいづちのみで返
答することが減り，96％の者があいづちのみの
返答では相手の言葉が引き出せないことを理解
していた。
　さらに，83％の者が演習で学んだコミュニ
ケーション技術を普段の生活の中でも活用して
いると答え，その具体的内容では，「あいづち
の後に言葉を付け足すようになった」が39％，
次いで，「傾聴・受容できるようになった」が
30％となっていた。そして，ロールプレイが学

びにつながったと91％の者が答え，その具体的
内容として「相手の気持ちが理解できるように
なった」が26％で最も多く，次いで「言葉とし
て言えるようになった」が22％となっていた。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　思い出に働きかけるコミュニケーション
技法

　認知症高齢者に合わせたコミュニケーション
技術習得過程において，高齢者の懐かしい思い
出に働きかける回想法の技法を取り入れた授業
を展開し，技術の習得を確認する目的でアン
ケート調査を行った結果，思い出に働きかける
コミュニケーション技法評価スケールの得点は，
授業前後で比較するとすべての項目において得
点が有意に上昇しており，認知症高齢者に合わ
せたコミュニケーション技術が向上し，演習を
通して思い出を引き出す問いかけができるよう
に変化したといえる。

表 4　演習後のコミュニケーションの習得度に関する意識の
自由記述回答　　　　　　　　　　　　　　　

人数（人）割合（％）

コミュニケ－ション能力は向上したと思い
ますか？（ｎ＝21）
　アルバイトで困らなくなった 3 14
　考えて話すようになった 2 10
　異なる意見が受容できるようになった 6 29
　良い点が探せるようになった 2 10
　技術を理解し努力するようになった 3 14
　あいづちの後に言葉を付け足すようになった 4 19
　話すのが楽になった 1 5
自分自身のコミュニケーションの特徴で気
付いたことがありますか？（ｎ＝21）
　返答の際にあいづちしかうっていない 8 38
　他者の話をよく聞いていない 3 14
　話にまとまりがない 3 14
　声が小さく消極的 4 19
　表情に出やすい 3 14
演習で学んだコミュニケーション技術を普段
の生活の中でも活用しましたか？（ｎ＝23）
　あいづちの後に言葉を付け足すようになった 9 39
　誉められるようになった 2 9
　傾聴・受容できるようになった 7 30
　沈黙が気にならなくなった 3 13
　相手のことをもっと知りたいと思うようになった 2 9
シナリオを作成しロールプレイを行ったこ
とは学びにつながりましたか？（ｎ＝23）
　相手の気持ちが理解できるようになった 6 26
　相手の気持ちが考えられるようになった 4 17
　相手の話を聞けるようになった 2 9
　視野が広がった 4 17
　コミュニケーション技法が理解できた 2 9
　言葉として言えるようになった 5 22
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　橋本3）は，大学生を含む若者の対人関係能力
の低下を指摘しており，古村ら4）も，現代の若
者は，他者への関心やものごとに取り組むエネ
ルギーが不足しており，多様な人々と正面から
向き合うことを避ける傾向が強く，コミュニ
ケーション力が弱くなっていると示している。
このことからも，調査対象となった18～19歳の
学生はコミュニケーション力が低下しているこ
とが考えられた。さらに，社会での経験も少な
く，核家族化が進み高齢者と関わる機会も減っ
ている。その中で学生は，高齢者福祉施設での
介護福祉実習において，利用者と積極的にコ
ミュニケーションを図る過程を通し，利用者の
思いを受容し信頼関係を形成していくことが望
まれている。
　介護福祉実習において学生が利用者のライフ
レヴューブックを作成する過程を通して，尾
台5）は，利用者が昔の思い出をひもとき，語る
ことによって，自分が一生懸命生きていた頃を
思い出すことは，安心感をもたらし，落ち着き
を取り戻し，意欲までもが引き出されていくこ
とにつながったことや，学生の利用者理解につ
ながり，より良い人間関係を構築するのに役立
ち，利用者の可能性を引き出したと示している。
　さらに，平成21年に実施した調査1）では，介
護福祉実習において学生が利用者に昔の懐かし
い話題でコミュニケーションを図ることを通し，
利用者が活き活きするや元気になるなど，全員
が高齢者にとって良い効果があると答えていた。
しかし，昔の時代背景などがわからず，利用者
の話が理解できなかった学生や，話を展開する
ことができなかった学生が多かった。
　これらのことから，介護福祉実習前に認知症
高齢者の思いを受け止めたうえで，精神的安定
を目指した思い出に働きかけるコミュニケー
ション技法を教授することは，実習において利
用者理解を深め，より良い人間関係を形成して
いくうえで大きな意義があると考える。そして
このことにより，利用者の真の思いに向き合え
る対人支援能力が育成され，利用者の望む生活
支援の展開が可能になっていくと考える。
　対人スキルの重要性について義本ら6）は，高

齢者と介護福祉士とのコミュニケーション技術
が非常に重要で，その技術がどの程度あるかに
より，相当のストレス耐性が相違することにな
ると述べており，実習において高齢者とコミュ
ニケーションが円滑に図れた場合，学生にとっ
てはストレスの軽減にもつながると考える。さ
らに，介護の実践現場においても介護職員のス
トレス軽減に向けて，認知症高齢者に合わせた
コミュニケーションスキルの向上を目指してい
くことは，介護職員の抱えるストレス軽減にも
つながっていく可能性があると考える。

（ 2）　相手の発言を促すコミュニケーション技法
　演習後のコミュニケーションの習得度に関す
る意識の結果から，自分自身のコミュケーショ
ンの特徴に気付き，あいづちのみの返答では相
手の言葉が引き出せないことを理解し，普段の
生活の中でもコミュニケーション能力向上に向
けて取り組む姿勢がみられるなど,相手の立場
に立ってコミュニケーション場面を深く考える
能力が養われたのではないかと考える。
　武田7）は,コミュニケーションは言語と非言
語からできており，言語の修得はモデリング
（模倣学習）によるところが多く，「お手本を
見せる」ことがとても良い指導法で，そのまね
をすることを，心理学では「オバート・モデリ
ング」と呼ぶと述べている。
　学生は普段の生活において深く考えることな
く友人や家族とコミュニケーションを図る中で，
相手の話を聞く場合，あいづちをうつだけで終
わっても困ったと感じることはなく，実習にお
いてはそのことが原因で相手の言葉を引き出せ
ず，コミュニケーションが展開できない特徴が
あることが考えられた。
　演習において，自己の思い出は話しやすく自
信を持って発言できることや，発言した思い出
を他者に傾聴・受容・共感されることで精神的
な満足感につながることを実感してもらう目的
で，グループ回想法体験を取り入れた結果，一
人一人の思い出を引き出すために，発言された
内容を要約して繰り返すことや，誉めたり感謝
の気持ちを伝えるなど，もっと知りたいという
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気持ちを持って相手の発言を促すよう説明をし
ていたが，すべてのグループにおいて， 1人の
学生が思い出を発言すると「へえ，そうです
か」と，あいづちをうつだけで相手が話した内
容について話題を展開することなく，次の話題
にうつっている様子が観察された。
　学生にその点を指摘したところ，「頭では理
解できても実際に言葉として表現することが難
しい」や，「指摘されて初めて気付いた」とい
う言葉が聞かれ，実例を示してから演習を再開
した。実例を示してからは，あいづちをうった
後に思い出を引き出す言葉や，相手の発言を誉
める言葉，話された内容を要約して相手に伝え
る様子が観察できた。
　このように，相手の言葉を引き出せていない
場面を指摘し，相手の言葉を引き出す言葉や誉
める言葉，要約して伝える言葉をモデルとして
学生に示したことにより，学生自身があいづち
しかうっていないコミュニケーションに気付き，
意識的に相手の言葉を引き出す言葉を言語とし
て発する行動につながる学習効果があったと考
える。

（ 3）　ロールプレイ
　演習後のコミュニケーションの習得度に関す
る意識では，ロールプレイを行ったことが学び
につながり，演習を通してコミュニケ－ション
能力が向上したと答えた者が多く，ロールプレ
イを取り入れたことがコミュニケーション技術
習得に向けて有効であったと考える。国武ら8）

は，模擬体験を導入した演習形態の学習を取り
入れた効果として，「学生の不安軽減」「原理原
則を押さえた学習が可能」「他者の意見から学
習に広がりが持てる」「失敗が許され有効な
フィードバックを得ることができる」「知識と
技術の学習を同時に行うことができる」と示し
ている。
　相手に合わせてコミュニケーションを図るた
めには，答えはひとつではなく，その状況によ
り臨機応変に対応する能力が求められる。この
ことから，ロールプレイのシナリオ作りにおい
てグループで意見交換し，模擬体験として演技

を実演した後でも意見交換を深めたことで，有
効なフィードバックが得られ，他者の意見から
一人一人の学生の視野の広がりにつながったと
考える。また，ロールプレイを体験し，「言葉
として言えるようになった」と答えていた学生
がいた。このことは，シナリオを作成し演じる
行動の中で，伝えることが苦手という意識を
持っていた学生が，台詞として言葉で発するこ
とを繰り返す中で「言える」という自信につな
がったのではないかと考える。
　渡辺9）は，強化とは，ある特定の反応に対し
て報酬や賞などの快適な出来事を随伴すること
によって，反応の頻度を増加させるプロセスを
指すと述べ，仲間媒介法の利点として直接ト
レーニングするよりも仲間トレーニングする方
が，より広範で複雑なスキルを教えることがで
きるうえ，仲間からの働きかけが大人からの働
きかけよりも社会的相互作用において影響力を
持つと述べている。坂野10）は，代理的経験につ
いて，他人の行っている様を観察することに
よって，「これなら自分にもできそうだ」と感
じると述べ，成功体験について，ある行動をう
まく行って効力感を感じた後では，同じ行動に
対する遂行可能感は上昇し，「またできるだろ
う」という見通しが上昇すると述べている。
　これらのことから，ロールプレイを取り入れ
たことは，学生にとっては仲間関係を活用した
トレーニング法になったとともに，他の学生が
演じる様子を見たり聞いたりする代理的経験が
学生にできるという意識を持たせ，演じること
を通して得た成功経験が，「言える」という自
信につながり，望ましい行動を引き起こす正の
強化につながったのではないかと考える。

Ⅴ　結　　　語

　認知症高齢者に合わせたコミュニケーション
技法の習得を目指すことは，学生にとっては，
実習で利用者の望む生活を支援していくうえで
必要な対人支援スキルであり，介護実践現場に
おいても，介護職員のストレス軽減につながる
可能性がある。さらに，学生や介護職員にとど
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まらず広く回想法の技法を活用したコミュニ
ケーション技法を啓蒙していくことで，認知症
高齢者が懐かしい思い出を語る機会が増え，認
知症高齢者にとっては安心した生活の実現につ
ながる可能性がある。
　今後は，学内で習得したコミュニケーション
スキルを介護実践現場において活用する中で，
回想法の技法を活用した思い出に働きかけるコ
ミュニケーションスキルの効果を，継続して観
察し，その効果を確認していきたい。

付記
　本研究は，文部科学省科学研究費補助金（基
盤研究（C）2009-2011年）を受けて実施した
（課題番号：21530631）。

文　　　献
1 ）津田理恵子．懐かしさから引き出す生きがい－特

別養護老人ホームにおける回想法の介入効果－．

神奈川：現代図書，2012；197.214．

2 ）津田理恵子・木村あい．実習中における高齢者と

のコミュニケーション－懐かしい話を提供する意

義について－．日本介護福祉教育学会誌　2009；

14（2）：33-40．

3 ）橋本剛，大学生のためのソーシャルスキル．東京：

サイエンス社　2008；15．

4 ）古村美津代・中島洋子．健康な高齢者とのふれあ

いを通しての実習の学び－実習記録の分析から－．

老年看護学　2003；8（1）：78-85．

5 ）尾台安子．ライフレヴューブック作成による利用

者理解の効果．松本短期大学研究紀要　2006；

15：15-26．

6 ）義本純子・富岡和久．介護老人福祉施設における

職員のバーンアウト傾向とストレス要因の関係に

ついて．北陸学院短期大学紀要　2007；39：161-

73．

7 ）武田建．コーチングの心理学．大阪：創元社，

2007；89-95．

8 ）国武和子・古川秀俊・野口房子．模擬患者を利用

した老年性痴呆患者の看護における学生の反応と

学習過程．県立長崎シーボルト大学看護栄養学部

紀要　2001；2：23-34．

9 ）渡辺弥生．ソーシャル・スキル・トレーニング．

東京：日本文化科学社，2002；26．

10）坂野雄二．行動変容プログラムの方法的背景－認

知行動療法と自己効力感－．看護学雑誌2005；69

（6）：252-6．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


